
研究機関名：旭川医科大学 
 
承認番号 21140 

課題名 旭川医科大学病院の漢方処方量の推移 

研究期間 倫理委員会承認日～2031 年 12 月 31 日 

研究の対象 期間中全ての漢方エキス製剤の処方 

利用する試料・情

報の種類 

 

 

□診療情報（詳細：                 ） 

□手術、検査等で採取した組織（対象臓器等名：        ） 

□血液  

☑その他（旭川医科大学病院での漢方エキス製剤処方状況をコンピュータデータベ

ースより科別、方剤別に月毎に抽出） 

研究の意義、目的 2001 年に医学教育モデル・コア・カリキュラムに「和漢薬を概説できる」とい

う項目が追加され、漢方教育が盛んになりました。旭川医科大学でもカリキュ

ラム改定以降、漢方の講義を継続しています。我々は以前、2010年度から2013
年度における旭川医科大学病院での漢方処方量を調査し、報告を行いました。

その後も様々な工夫を重ねながら漢方教育を行っています。本研究では、前回

の報告後の漢方処方量について追跡調査を行い、結果をもとに、漢方教育が実

際の漢方製剤の処方量や内容にどのように影響しているのか検討を行います。 

研究の方法 旭川医科大学病院での漢方エキス製剤の処方状況をコンピュータデータベース

より科別、方剤別に月毎に抽出します。抽出したデータをエクセルを用いて年

度ごとに集計し、合計処方量、科別、方剤別の処方量の比較を行います。 

その他  

お問い合わせ先 本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さ

い。ご希望があれば、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますので

お申出下さい。 

 

連絡先：旭川医科大学病院 麻酔科蘇生科 佐藤 泉 

住 所：旭川市緑が丘東 2条 1丁目 1番 1号  

TEL：0166-68-2583 FAX：0166-68-2589 

 

研究責任者：旭川医科大学 産婦人科学講座 加藤 育民  

 

 

 

情報公開文書 （単施設用）  


